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飴震問裁の時間的分布一 11月 5日 18時より 2，4，時間毎の仙牽に於で地震f

-計に記録された官余震同教を第 1表に禾すo 第 1闘は是を国示したものであ

る0・

第 1闘によると徐

震の減少の仕方は順

調であるとは言へ友

い様であるo gpち第

. 4日K会:激に減少し

て居り，共後は減少

の仕方拡絞慢にな

告余

震200
回
敏.

り，第 17日に増加 3;; 
ーしてゐる事がそれで 吋l'IIllrrl1
ある。第 1日と第 2 5 

T 間

日の同教が同程度‘であるのは第 1日の含余震の同教を数へるとき，ウヰ{へJレ

ト地震計を調整する閉とれより倍率の低い簡皐徴動計に依うた震もあるぷ然し

それは僅か 4時聞に過ぎ友いから，第 2日に第 1日の本震に殆λ/e辺敵す

るばか-0の地震の褒生があった矯K含余震同教は減少したかったと考へるのが至

嘗であられそとで第 1日並びに第 17日以後を省略じ，第、2日より第四

日迄の同数について ク=一手 友るー放鈴震同教の減衰に関する式が遁用さ。+x
2只1

れると仮定して常教を決定して見ると U二戸訂5とたる:0と!1.K クは第
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3 日に於ける飴震同教であるコ

鈴震頻度と潮汐の蜜化との関係'地震のを芝生が潮汐と密接友関係、のある場合

詰まあ急事は昭和 5年伊豆伊東の頻護地震についても明らかτある 3 本徐震の

後生頻度と潮汐との関係をヨたに調査しょ-う。

鮎JII検潮所にるをける毎日の干潮時を原黙にとれその前後 6時間の各時間

内に起った徐震の同教を求め，各時間毎t亡通計して全同数lこ釘する頻度を計算.

すると第 2 表の通りになるコ但し既黙に於けるか~[は干潮時の前後各 30 分内

に起った同数の和である。

こ主に (A)-は強震直後の 1干潮につい亡求めたも.のであり (13)の各時の

官余震i司教は第 61司の干潮

迄の通計であり， (C)の

各時の同数は第 7同の千

湖より以後の分の遁計で 15 

あるO. (B)と (C)とに分 除

けた理由は沼震直後と急: 震10

'涜

i数i亡|司教の減じた第4日 夜

以後とで如何に異なるか

を知りたい震である。第

2表を図示すると第2図

の如くであるが
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を芝生頻度が大である。然し時日の経過上た後ではこの闘係は綴れないと言む、得

資~ 3 闘
h . 

初期微動縫績時間の

頻度仙菱に於て観測

3れ?と徐震の初期徴勤

時間の頻度曲線を第 3

闘に示す。と Lに 10

秒とおるのは 10.0秒

乃至 10.9秒迄， 11秒

とあるのは 11.0秒乃
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至 llJ)秒、;さを禾し以下之に準す=る O 本震の P""8は 16.2秒，或は 17.7秒

ーであるが乏の程度の p""sのものが最も多い。特に注意すべき黙は 10秒の

所に極大が現.れてゐる'ととである O

今回の地震は S相の初動が明瞭であるのに P相の初動はー不明瞭で、あるも

のが極めて多い。従って.p"""，sは一般に短く取り過ぎたうちみがたいではな

い。 10秒以下のものに就.V'て除あまり確かで、ないと思ほれる。

被害赦況-本震に依つては亘理郡に非住家の官!没したものがあったが是は堀

立小屋で大分不安定危i状態にあったものであるO 仙塞市内は銭筋コンクリ{ト

の建築物は大したととはたかったがそれでも四隅に亀裂を生じたものもあっ

た。木迭建築も普通のものは大した事はたかったが構造の頑丈で、たいものは壁

の段落したものもあり，又激しい動揺の魚に坐りの惑い器物の破壊Lた虎があ

った。手(i亡ノ瞬、下の震度浸:び被害?状況を抄笥ミする。

強震;登米一定燈繰lさ故防あり。

，大河原一段の破損"器物倒ぽ， iE線切断， VJJ'子破損o

豆理一石土互の倒伏，置物倒イlと， 'r11:燈泊燈0 ・

ー古川ーよ標本戸棚の瓶類俄.{1.或は落下破損す。雨戸外る。墓石倒る。

若柳一棚υコ物落下破損，監の落ちた所あり， -tE燈消燈すO~

松倉。

中震;気仙沼-M'子戸の初予破損，定燈消療す。

.志津川口

秋保。

.弱震;兎首。
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